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1. はじめに 
本発表では、「知の身体性」を考える端緒として，空間に基づ

く身体化された時間概念の構造を考える．認知意味論の概念メ

タファー理論に軸を据えつつ，身体的基盤に基づく普遍性の

仮説について疑義を提示する．具体的には，時間の空間的表

象に，文化に依存した書記システムによって影響を受ける部分

がある，ということを示す．特に日本語のように縦書き・横書きの

両方をもつ言語文化圏では，どの向きに読むかによる影響が現

れる．これは，身体を用いて読むという行動をすることによって，

時間の空間的概念化が影響を受けることを意味する． 

2. 先行研究 

2.1 Lakoff and Johnsonの概念メタファー理論 
[Lakoff 1980]以来，メタファーは文彩的な装飾ではなく人間

の概念領域間の写像であり抽象的な概念を構造化するための

認知的メカニズムであると考えられ，認知意味論で盛んに研究

されてきた．時間概念について言えば，もっぱら空間概念によ

ってその構造が理解されることが多く，空間概念は身体的基盤

によって動機づけられている，とされた．身体的動機づけをもつ

空間概念は，人類に共通であろうと考えられ，したがって時間メ

タファーの構造の言語普遍的特徴が主な研究の焦点であった． 
なかでも時間的な「早い・遅い」の概念は，自己中心的な視

点でみる場合には「主体の前方＝未来」「主体の後方＝過去」と

捉える言語文化圏が圧倒的に多いことが明らかにされてきた

（図１）．たとえば過去を想起することを「（後ろを）振り返る」とは

言うが「右を見る」とは言わない等，左右軸が使われないことは，

言語の違いを超えて普遍的であるとされた． 
 

図１．主体からみた時間と前後 
 

また，自己中心的でない客観的な時間把握では，「相対的に

前＝より早い時間」「相対的に後ろ＝より遅い時間」という対応

づけが普遍的に見られることが指摘された[Moore 2006]．「食事

の前に手を洗う」などがその例である（図２）． 

 
 

 

 
図２．順序列時間と前方・後方 

 
 
左右軸に対する前後軸の優勢は，人間が身体的に経験する

移動の方向性に依拠するとされる（図３）．すなわち人間にとっ

て，移動方向は身体に関して前方向が主であり，移動すること

によって時間の経過を同時に経験する．これが，「より未来へ進

むこと」＝「より前方へ移動すること」という概念的対応づけの動

機になっていると考えられるのである．左右軸が用いられにくい

のは，そのような動機づけが左右軸にはないからである． 
 

 
 

 

 
図３．人間の移動方向と時間 

 

2.2 時間の概念化における左右軸 
前述のように左右軸は時間の空間的表象においては用いら

れることが少ないとされてきたが，実際の身体動作（ジェスチャ

ー）では左右軸が用いられる場合がむしろ多いことが指摘され

ている．たとえば[Casasanto 2012]は，言葉では「前後」の語彙を

用いながらもジェスチャーでは左から右への手の動きで時間の

経過を表す英語話者が多いことを示し，英語話者においては少

なくとも順序列的な（非自己中心的）時間把握では左右軸に基

づく概念化が存在すること，しかも優勢である可能性が高いこと

を論じている． 
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2.3 書記システムと左右軸の時間把握 
英語のように左から右へと横書きをする言語文化圏では，客

観的な順序列の時間は左から右の方向で概念化されるが，アラ

ビア語のように右から左へ書く書記システムをもつ言語では，こ

の逆となる．[Casasanto 2014]は，文字読解の向きによって左右

軸および上下軸に基づく時間順序列把握が影響を受けることを

実験的に示した．空間に基づく時間表象は，普遍的な面ももつ

が，一方，その場での身体経験によっても影響を受け，左右軸

や上下軸が用いられる場合もありうるのである．時間概念と空間

概念の関係は，従来考えられて来たよりも柔軟なものである可

能性が高い． 

3. 仮説 
Casasanto らの先行研究に基づき，書記システムが時間順序

列の構造化に影響を与えるであろうという仮説を立て，実験を

行う． 
日本語は，従来は縦書きの書記システムを持っていた．その

場合，行内の文字は上から下へと書かれる（複数の行同士は，

右から左へと移行する）．「左→右」の書記システムをもつ英語

話者と，このように「上→下」の書記システムを持つ日本語話者

とでは，時間順序列の空間的表象においてなんらかの違いが

見出されるのではないだろうか． 
横書きが教科書やインターネットで主流となっている環境で

は，欧米言語型の「左→右」が優勢かもしれないが，縦書きの文

章を読むことによって，時間順序列の概念化を「上→下」あるい

は「右→左」の方向性へと整列させる傾向が生じるのではない

かと予測する． 

4. 実験 

4.1 パイロット実験 
本実験に先立ち，[Shinohara 2015]は，都内の大学生 121 人

を参加者としてパイロット実験を行った．被験者は，縦書き条件，

横書き条件の２条件のうちいずれか一方で，紙に印刷された幾

つかの笑い話を一定時間自分のペースで読み，面白いと思っ

た話に○を付けた．用紙が回収された後，21 センチメートル四

方の正方形の台紙（中央に３センチ大の少年のイラストが描か

れ，タスクの指示が，縦書き条件は縦に，横書き条件は横に，

表示されている）と，｛赤ちゃん，大人｝の２種類のイラストがそれ

ぞれ描かれた３センチメートル大のシール２枚が渡された．「中

央のイラストを挟むように，２枚のシールを順序通りになるように

貼って下さい」という指示に従い，２枚のシールを貼った後，台

紙は回収された． 
この実験の結果，縦書き条件・横書き条件により，シールを並

べる向きに違いが検出された．縦書き条件では，｛赤ちゃん，少

年，大人｝という順序列が「上→下」向きになる回答，および「右

→左」向きになる回答が，横書き条件よりも多く，また横書き条

件では「左→右」向きになる回答が多かった(χ2(3)=16.491, 
p<.01)．このことから，時間的順序を空間的方向で表象する際

に，直前に読んだ向きが影響を及ぼすと言える．これは，書記

シ ス テ ム の 性 質 が 時 間 の 空 間 的 表 象 に 影 響 す る と い う 
Casasanto らの研究を支持する． 

4.2 本実験 
本実験では，上記のパイロット実験とほぼ同様の内容を，反

応時間を測定する課題を用いて検討した．プライミングに用い

た笑い話の内容は同一であり，パイロット実験同様，縦書き条件

と横書き条件を設けた．実験参加者はいずれかの条件にランダ

ムに振り分けられ，１話ごとに，面白さとわかりやすさを 7 件法リ

カート尺度で評定した（笑い話をある程度時間をかけて読ませ

るためのダミー課題）．2 分間笑い話の評定を行った直後，PC
画面上に横一列に提示される「赤ちゃん・小学生・大人（男性・

女性バージョン各 2 種）」の画像が順番にならんでいるかどうか

の判断課題を行った． 
判断課題は練習試行 4 試行，本試行 36 試行から構成され

た．練習試行では，ブランク画面 300ms，注視点 200ms の後に

提示される 3 種類の画像が順番に並んでいるかどうかを判断し

た．画像が赤ちゃん・小学生・大人，または逆順に並んでいる時

のみが順序通りとなり，それ以外は棄却する必要がある．実験

参加者はなるべく早く判断を行い，指示されたキー（“a”または

“:”）を押して結果を入力するように求められた．画像提示からキ

ーが押されるまでを反応時間とし，これを毎試行測定した．反応

に使用したキーと，「順序通り／異なる」反応の割り当ては実験

参加者ごとにカウンタバランスした． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4. 本実験で使用した画像例 
 

本発表ではこの実験の結果を報告する． 
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